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　人と人、人と学びをつなぐ。 
　広島県立生涯学習センターのメルマガをお届けします。
　┏━━━━━━━━━━━━━┓
　　　ぱ　れ　っ　と　通　信　　
　┗━━━━━━━━━━━━━┛
　　　　　　　　　 No.254　（Ｒ８.７.９）
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

私は船で通勤しています。陸路とは違い、決まった道路も信号もありません。同じ航路をたどるはずの船旅ですが、窓の外に広がる海は、決して同じ表情を見せることはありません。この航路は私にとって日々を更新し続ける「生涯学習・社会教育」の縮図のように感じられます。
港を出てから対岸に着く所要時間はわずかです。時刻表どおりに動き出す船は規則正しく、一見すると単調な日常のルーチンワークのようにも思えます。しかし、その安定した運航の中に、自分を律する規律の心地良さがあります。決まった時間に船に乗り込むことは自らの生活の基盤を整える第一歩であり、学びを継続するための土台とも重なります。
しかし、沖に出れば、昨日とは全く異なる世界が広がっています。ある日は波一つない鏡のように空を映し出し、またある日は強い風が水面を白く荒らしています。毎日が初めて見る景色です。「生涯学習・社会教育」においても、蓄積された知識はあっても、それに向き合う社会環境や自分の感情は常に変化しています。この「同じ海はない」という感覚こそ、謙虚に学び続ける姿勢を育んでくれます。
さらに興味深いのは、行き交う船の存在です。同じ時間にすれ違う定期船もあれば、時折遠くから現れる貨物船もあります。いつもどおりの安心感がある一方で、新しい船との出会いは、新鮮な刺激を与えてくれます。私たちの学びも同じです。慣れ親しんだ専門分野という「自分の船」を走らせながら、ふと出会う他者の視点という「別の船」に目を向けることで世界は大きく広がりを見せます。日常を維持しつつも新たなものへのアンテナを張り続けることの大切さを、船窓は教えてくれます。
船が時間どおりに目的地にたどり着くのは、その時々の海況を読み、操舵を修正し続けているからです。「生涯学習・社会教育」という旅路もまた止まることなく動き続ける船のようなものです。変化する海を楽しみ、新しい出会いをもとにし、何より「今日も進む」という意志を持つことです。私は今日もまた、窓の外に広がる変わりゆく海を見つめながら、学びという名の航路を心豊かに進んでいこうと思います。

社会教育主事　井口　誠文

■━━━━━□━━━━━■━━━━━□━━━━━■━━━━━□

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊　今月号の目次  ＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
[bookmark: _Hlk161152634]
案内
　◆生涯学習振興・社会教育行政関係職員等研修【地域づくりのための学習プロジェクト立案研修】

報告
　◆生涯学習振興・社会教育行政関係職員等研修【基礎研修】
　◆地域課題対応研修支援（訪問型研修）
　◆「ワクワク学び隊」事業説明会（兼）チーム交流会
　◆令和８年度大学生ボランティアチーム「ワクワク学び隊」活動報告
　◆社会教育委員研修会

■━━━━━□━━━━━■━━━━━□━━━━━■━━━━━□

■■━━━━━━━━━━━━━━━
案内
━━━━━━━━━━━━━━━■■

◆生涯学習振興・社会教育行政関係職員等研修
　【地域づくりのための学習プロジェクト立案研修】
　≪只今募集中！！　令和８年７月17日（金）申込締切≫

　日　時：令和８年７月29日（水）９：30～16：10
　方　法：対面

　＊各市町の施設や方針、地域の実態・実情を踏まえ、住民の主体的・協働的な学びを促す学習プロジェクト展開の機運を醸成し、その立案や展開をコーディネートする社会教育関係施設機関等職員の育成を図ります。
　＊社会教育関係施設機関等職員で、講座や事業の企画運営に興味のある方にお勧めです。

▼詳しい情報は、以下のURLからどうぞ！
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/center-model-syokuinkensyuu-hiropuro.html

■■━━━━━━━━━━━━━━━
報告
━━━━━━━━━━━━━━━■■

◆生涯学習振興・社会教育行政関係職員等研修【基礎研修】

（終了しました）令和８年５月22日（金）

＊広島大学大学院人間社会科学研究科准教授の松田弥花先生より、教育基本法第十二条に基づき、「個人の要望」と「社会の要請」の観点から「社会教育・生涯教育」のあり方や社会教育の起源、行政の成り立ち、戦時下の社会教育、そして公民館（寺中構想）について解説していただきました。また、生涯学習の概念が日本へ導入された経緯や、新自由主義社会の到来による影響を踏まえ、現代における「社会教育・生涯教育」の役割と今後私たちが取り組むべき方針について理解を深めました。
＊実践交流では、福山市鞆交流館 交流館主事の田吹泉様、呉市文化スポーツ部文化振興課 主事の近藤璃音様に御登壇いただき、松田先生のコーディネートの下、県内で学びの場づくりに携わるお二人から、現場での体験談や仕事のやりがいについて発表していただきました。お二人の発表を通じて、人とのつながりを大切にし、一つ一つの事業を丁寧に積み重ねていくことの重要性、そしてその中にある仕事の喜びを改めて感じることができました。

[bookmark: _Hlk228188344]▼詳しい情報は、以下のURLからどうぞ！
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/syokuinkensyuu-kiso08.html

□━━━━━□━━━━━□

◆地域課題対応研修支援（訪問型研修）

　★令和８年度「「親の力」をまなびあう学習プログラム」ファシリテーターフォローアップ講座（呉市）
（終了しました）第１回：令和８年５月19日（火）
第２回：令和８年５月30日（土）

＊講義では、「「親の力」をまなびあう学習プログラム」の講座について、その目的や方法等について改めて確認し、県内の「「親の力」をまなびあう学習プログラム」講座実施状況や参加者数等を報告しました。
＊演習では、「こころをつなぐ家庭教育支援プログラム」のプログラム１番「おしゃべりの場「あるある」」を体験し、ファシリテーターの役割・トークテーマ（サイコロの目）・開催場所等について意見を出し合いました。

▼講座の様子はこちらから
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/houmongatakensyu-r08houkoku.html

□━━━━━□━━━━━□

◆「ワクワク学び隊」事業説明会（兼）チーム交流会
（終了しました）令和８年５月23日（土）

＊大学生ボランティアチーム「ワクワク学び隊」の趣旨や、本事業の仕組みについて説明しました。
＊広島工業大学工学部電気システム工学科教授の松岡雷士先生より「大学生ボランティアの新たな意義―電気教室から拡がるHIT-ALPsの挑戦」と題した講話を頂きました。大学生、大学、企業、地域がそれぞれの利益に基づきながら連携して活動を行う本事業の仕組みについて、解説されました。
＊チーム紹介・交流では、市町関係者・大学関係者・大学生等で意見交流を行いました。具体的な実践につながり得る充実した時間となりました。

[bookmark: _Hlk228188517]▼詳しい情報は、以下のURLからどうぞ！
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/wakuwaku-setsumei-koryu-houkoku.html

□━━━━━□━━━━━□

[bookmark: _Hlk230247780]◆令和８年度大学生ボランティアチーム「ワクワク学び隊」活動報告

広島県教育委員会では、県内の市町が実施している地域学校協働活動を充実させるとともに大学生の地域貢献を促進するため、大学生ボランティアチーム「ワクワク学び隊」を「放課後子供教室」、「地域未来塾」及び「地域の行事、イベント、お祭り、ボランティア活動」に派遣しています。

★「ワクワク学び隊」メイプルみっつ、にじいろ＠府中町

　＊６月６日（土）、府中町水分峡森林公園で開催された「府中町放課後子供教室「みくまり峡里山散策」」の活動報告です。
　＊子供たちと一緒に遊歩道を約１時間かけて登りながら、自然散策や水生生物の観察の支援、丸太切り体験や間伐体験の補助等を行いました。

▼令和８年度に登録のある「ワクワク学び隊」の活動報告、派遣希望等について、詳しくは、以下のURLからどうぞ！ 
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/center-model-wakuwaku-wakuwaku-top.html

□━━━━━□━━━━━□

◆社会教育委員研修会

　（終了しました）令和８年６月２日（火）

＊講演では、九州女子大学名誉教授の大島まな先生より、「社会教育委員とは」、「生涯学習時代の社会教育」、「教育課題・地域課題は何か」、「地域課題に対処する人づくり・地域づくり」について解説していただきました。これにより、社会教育が地域から何を期待され、社会教育委員に何ができるかを考える機会となりました。これからの社会教育は、共通の目標に向かって共に行動する仲間の「絆」をつくり、地域の課題解決という目標のために一緒に汗を流すことができるよう取り組んでいくことが重要であること、そして人、もの（施設や場所含む）、予算、情報などの地域資源を活かすことが大切であると学びました。
＊事例発表では、地元地域の青少年が抱える問題と、それを受け入れ支える地域のボランティアの方々の取組について紹介していただきました。その後の意見交流では、「社会教育委員としてできること」についてグループごとに意見を交わし、それぞれの地域や立場で何ができるかを考える機会となりました。

▼詳しい情報は、以下のURLからどうぞ！
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/r08-iinkensyuukai-houkoku.html

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊    リンク集    ＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

広島県教育委員会
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/
広島県立図書館
https://www2.hplibra.pref.hiroshima.jp/
広島県立福山少年自然の家
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/fukuyamashonen/
みよし風土記の丘ミュージアム（広島県立歴史民俗資料館）
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/rekimin/
ふくやま草戸千軒ミュージアム（広島県立歴史博物館）
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/rekishih/
頼山陽史跡資料館（広島県立歴史博物館 分館）
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/raisanyou/
その他の県内の生涯学習情報（広島県教育委員会事務局生涯学習課HP）
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/syougaisyakai.html

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊    編集後記    ＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

研修シーズン真っ只中、受講者の皆様の熱意や意見から多くの刺激をいただいています。
今後も研修をさらに充実させ、皆様にとって素晴らしい学びとなるよう努めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。
日に日に暑くなっています。７月も体調に気をつけてお過ごしください。

---------------------------------------------------
広島県広島市中区千田町三丁目7-47  
TEL：082-248-8848
FAX：082-248-8840
E-mail：sgcshinkou@pref.hiroshima.lg.jp
URL：https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/
---------------------------------------------------
＊御感想等・配信登録・停止はメールでお知らせください。
＊お預かりする個人情報は、適正に管理し、承諾なくこのメールマガジン発行
の目的以外に利用すること、第三者に開示することは一切ありません。
＊内容の無断転写を禁止します。
（Ｃ）2006 Palette Hiroshima All rights reserved.
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